
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吃音のつどいの午後の部で、私が保護者グループの話し合いに参加したとき、一人のお父さ

んがこんな質問をされました。「今はクラスや友達に恵まれ、吃音のことで嫌な思いはあまり

ないけれど、これからが大丈夫か心配だ」という思いから出された質問でした。他の保護者の

方々からいろいろな意見がでましたが、アドバイザーから最後に言われたことが心に残ってい

るのでまとめて紹介します。 

★「あなたはあなたのままでいい」（自己肯定感） 

「自分は大切な存在だ」「自分は愛されている」「今の自分がいい」と自分自身を価値あるも

のだと感じること。自尊感情。 

★「あなたはひとりではない」（交流感） 

 「自分は人と親しく関わり合っている」「自分は周りの人に受け入れられている」「自分は周 

りの人から関心を持たれ、自分も関心を持っている」と感じること。人 

とつながっている安心感をもつこと。                         

★「あなたには力がある」（自己有能感） 

「自分は（〇〇が）できる」「やろうと思えばできる！」「自分は周りの 

人（環境）に何らかの効果を与えている」と感じること。「Ｉｃａｎ！」

の気持ち。 

 

         この３つは、日本吃音臨床研究会の伊藤伸二さんのことばですが、吃音の

あるなしに関わらず、すべてのお子さんにとって大切なことです。日々の関

わりのなかでこうした気持ちを育てていくことにより、強い心（対応力）が

育まれていくと思います。小さなふれあい、ちょっとした一言を大切にして

心を育てていきたいですね。 
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雨が続いてジメジメした日も、真夏のように暑い日も、学校では子どもたちの元気な声をき 

くことができます。子どもたちの底なしのパワーに感心する毎日です。 

1学期も残りわずかとなりました。夏休みは、普段の生活では経験できないことにいろいろ 

チャレンジしてみてください。2学期になって話を聞けることを楽しみにしています。 

 

6月の学校公開や授業参観のときに在籍校訪問をさせていただきました。

ことばの教室での 1対 1の個別指導とは違い、たくさんの友達と一緒に学習

や活動している様子を見るのはとても新鮮でした。生き生きと学ぶ姿、緊張

して取り組む姿、楽しそうに遊ぶ姿、いろいろ見られて嬉しかったです。あ

りがとうございました。今後の指導に生かしていきたいと思います。 

在籍校訪問ありがとうございました 

「小中高生の吃音のつどい」はNPO法人・全国言友会連絡協議会の 

主催事業で、吃音を持つ小学生、中学生、高校生とそのご両親が吃音に 

ついて話し合える機会を提供するためのイベントを開催しています。年 

4回のイベントではお料理教室・オリエンテーリングや音楽を楽しむ・ 

サマーキャンプ・演劇レッスンや詩の朗読などのテーマで活動すること 

に合わせて、吃音についての話し合いや意見交換を毎回行います。 

 今回は篠津小のことばの教室からは、4年生のМ君がご両親と一緒に 

初参加しました。 

 

吃音のつどい に参加しました！ 

 

   

つらいことや嫌なことも乗り越えられる強い心を 

持った子に育てるにはどうしたらよいでしょうか？ 

網飾り…豊年豊作大

漁を祈願 吹流し…織姫の織り糸を

表す 

巾着…金運上昇 

を願う 

紙
か み

衣
こ

…手芸が上達したり、着る

ものに困らなくなる 

 

くずかご…物を粗末にしないよう、

七夕飾りの紙くずを入れる 

いろいろな歌が 
あって楽しかったよ！  

スタッフの人たちと話したり、 
おもしろいゲームをしたりしたよ。 

 

親子でとても有意義な時を過ごすことが 
できました。吃音の人がたくさんいて、みな
さん前向きで、Mも勇気をもらえたようです。 
  また参加したいと言っていました。 


